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1. 研究の目的 
　本研究の目的は、漢字研究にとって重要な情報資源である 
•漢字字体規範史データセット (HNG) 
https://www.hng-data.org/ 
•平安時代漢字字書総合データベース (HDIC) 
https://hdic.jp/ 
•文字情報サービス環境 CHISE 
https://www.chise.org/ 
•国書データベース（日本古典籍くずし字データセット） 
をはじめとする漢字関連データセットの長期維持のために、
複数の地域に分散された分権的な情報基盤の実現を目指すも
のである。 

2. 背景 
　人文学の研究成果は伝統的には論文や本の形で刊行されて
きた。一方、デジタル人文学や人文情報学を採り入れた新し
い形としてデータベース、特に、近年は Web サービスとし
ての公開が進んでいる。しかしながら、前者に比べて後者の
長期保存の難しさが徐々に認識されるようになってきた。 

　例えば、HNG は漢字字体史研究にとって欠くべからざる
データセットのひとつであるが、運用後十年で最初の Web 
サービスが運用停止し、CHISE ベースの技術を用いて再建し
たという経緯がある。一方、HDIC は漢字字体史研究と漢 
字字書編纂史研究に資することを目的に中国・日本の漢字字
書（古字書）の掲出字のデータと注文を始めとするテキスト
データ、および、関連するメタデータからなるデータベース
であり、既にその一部がデータセットとして GitHub 上で公
開されているが、検索サービスは開発者の退職に伴い、
Web サーバーの移転と URL の変更を要した。 
　これらの事例から、Web サービスの長期維持の困難さを
再認識するとともに、研究資料のオープンデータとしての長
期維持の重要性や Git ベースの版管理や文字データ統合の基
盤としての CHISE の有用性を確認した。しかしながら、 
CHISE の老朽化の問題があり、また、Web という仕組みを
使う限り URL の維持には社会的・経済的な制約が存在する
ことから技術だけでは解決し得ないといった原理的な問題も
存在する。こうした問題を解決するために、数年前から分散
ファイルシステムのひとつである IPFS の適用可能性につい
て検討してきたが、より本格的にこうした新しい技術を前提
とした CHISE/HNG/HDIC のリプレースをはかる必要があ
るのではないかと考えるに至った。 

3. サブプロジェクト 
漢字系データセットの連携手法の研究 
漢字を中心とした東アジアの文字関連資料に関するデータセットを互
いに連携する手法を検討。 
→歴史的漢字字体や古辞書やその 
　他古典籍に関するデータセット 
　を統合し漢字の機械処理の精度 
　向上や適用範囲拡大を目指す  

日本の古典籍の 
自然言語処理に 
関する研究 
漢字は古典中国語の１形態素 
を1文字で表現するために生ま 
れた文字体系。従来、異体字 
という漢字間の関係とみなさ 
れてきた現象の中には形態素 
の異表記と考えたほうが良い 
ものが少なくない。 
そこで、漢字の字種と形態素や 
WordNetのsynsetとの対応関 
係や、漢文や古典日本語におけ 
る形態素や構文構造コーパスの 
構成法・データ化を検討。 

データセットの分権化に関する研究 
データ提供組織の改変等でURLが変わるとアクセスできなくなる現行
のWeb技術の問題の抜本的解決を目指す。IPFS等のWeb3技術の人文
系学術データへの適用可能性の検討や実証実験 

•IPFS 版 CHISE IDS 漢字検索 
•https://ipfs.nijl.ac.jp/ipns/ids-find.chise.org/index.ja.html 
•https://ipfs.nijl.ac.jp/ipfs/
Qme94UnoCa5fXGUNFnVByyf9sWdbSpbUQDhVsjHLvds4DA
/index.ja.html 

CHISE の再実装 
•CL-Concord (*1) & CL-CHISE (*2) 
(*1) https://gitlab.nijl.ac.jp/CHISE/cl-concord 
(*2) https://gitlab.nijl.ac.jp/CHISE/cl-chise 
Common Lisp / Valkey (Redis) ベースの新実装。 
現代的な Web 技術に基づく新たな UI の開発を検討。

さまざまなな字体・字形の〈経〉
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漢字を中心とした東アジアの文字関連資料に関するデータセットを互いに
連携する手法を検討。
→歴史的漢字字体や古辞書やその
他古典籍に関するデータセット
を統合し漢字の機械処理の精度
向上や適用範囲拡大を目指す

→Unicodeにない漢字の機械処理
精度の向上を目指す（ISO/IEC
での国際標準化作業への寄与）

東アジアの歴史的文字関連資料共有のための
データインフラストラクチャの構築に関する準備研究新古今和歌集の校訂本文データと現代語訳データの総合的研究

『万葉集』『古今和歌集』と並ぶ三大歌集
と呼ばれながら、『新古今和歌集』につい
ては、伝本の本文間の関係が錯綜をきわめ、
いまだ本文研究に定説を見ていない。掲出
の写本は、国立歴史民俗博物館蔵高松宮旧
蔵本等とともに基軸となるべき本文である
ことが、直近の久保木秀夫氏の研究でも指
摘されている。

冷泉家時雨亭文庫蔵の定家自筆の嘉禄二
年本（国宝）を、冷泉為和が忠実に書写
した本で、たしかに為和が写したもので
あると、父為広が証言を加えている箇所。
画像によって、冷泉家の嘉禄二年本と為
和本の詳細な比較が可能になる。
重要文献でこれほど書写の実態の判明す
るケースは希少であり貴重である。

校訂本文作成と現代語訳作成の方針を定め、適正な構造化の
方法を策定する。これに基づき、『新古今和歌集』における、
第１次の校訂本文と現代語訳を作成する。
〔令和7年度計画〕

令和７年度は、６年度の成果について、校訂本文および現代
語訳の検討と相互調整を図って補正を行い、第２次の校訂本文
と現代語訳を作成する。これを完成版として、TEIに準拠した構
造化を行い、これをオープンデータとして公開する。

さらに以上の研究過程から得られた知見および成果に立脚し
て、これを日本古典文学の中心であり続けた勅撰和歌集『古今
和歌集』に応用し、同作品の校訂本文・現代語訳のオープン
データを作成する。

出典: 国書データベース，https://doi.org/10.20730/200003050

『古今和歌集』(国文学研究資料館所蔵)

出典: 国書データベース，
https://doi.org/10.20730/200014090

『新古今和歌集』懐風弄文庫岩山民部少輔本
(国文学研究資料館所蔵)

共同研究 萌芽研究

AI時代における日本の古典籍の保存や利活用にあたっての課題の検討

①東アジアの漢字データの連携手法の研究

データ提供組織の改変等でURLが変わるとアクセスできなくなる現行
のWeb技術の問題の抜本的解決を目指す。IPFS等のWeb3技術の人文
系学術データへの適用可能性の検討や実証実験

②日本の古典籍の自然言語処理に関する研究

さまざまなな字体・字形の「経」

③データセットの⾧期保存や低コストでの共有・利活用の検討

漢文や古典日本語における形態素や構文
構造コーパスの構成法・データ化を検討。
→漢字の語（形態素）としての側面を含
む文法情報をデータ化することで、日本
の豊かな古典文化をAIに理解させ、処理
するための基礎の一つとなる可能性

中国での字体規範の変化や中
国語の音韻変化を吸収し日本
語を表現するために生まれた
多彩な表現や、かな文字など
の理解

〔令和7年度計画〕
令和７年度は、現在開発中の次世代漢字プラットフォームCL-CHISE(*1)
をベースにIPFSを組み込んだゲートウェイサーバーを構築し、漢字字
体規範史データベース(HNG)、平安時代漢字字書総合データベース
(HDIC)等を統合した文字情報サービス環境(CHISE)の現行Webサービス
の改良とIPFSを用いたWeb3サービス実験環境を構築し、
データ共有やデータ集約に関する実験を行う。

(*1) https://github.com/chise/cl-chise

Web3:ブロックチェーン技術によって実現される分散型インターネット。セキュリティ、安定性などがメリット。
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日本語の古典籍における「経」

『日本古典籍くずし字データセット』
（国文研所蔵『雨月物語』／CODH加工）

中国での字体規範の変化
や中国語の音韻変化を吸
収し日本語を表現するた
めに生まれた多彩な表現
やかな文字などの理解

InterPlanetary Linked Data (IPLD)  
ベースのオブジェクト ID の実装 
次世代技術のテストベッド
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